
○令和７年９月６日 (1日６時間) コースにて実施。
 事務部の次長、課長、係長 ６名が受講。
○主な内容
情報漏えいの原因と損害
（１）情報漏洩における内的要因及び外的要因と医療現場特有のリスク
（２）情報漏洩がもたらす法的責任と損害
情報漏えい発生時の対応
（１）漏洩インシデントの発見時の初動対応
（２）事故対応マニュアルの作成と現場適用
（３）インシデント対応演習とロールプレイ
情報漏えいの対策
（１）技術的・組織的・人的対策とセキュリティ
○講義のポイント
情報漏洩を「防ぐ」「発生時に対応する」ための実践的スキルを医療現場で
根付かせることが目的。
参加者は自院の弱点を具体的に洗い出し初動対応体制やマニュアルを整備
する力を習得する。
医療安全文化の醸成と継続的改善を可能にする研修。
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《 IT業務改善 ー倫理・セキュリティ分野 》

情報セキュリティの重要性を認識、何かが発生して慌てるのではなく、事前に知

識を習得したく、初歩的な知識・技術から習得したいため。

希望に沿った『情報漏えいの原因と対応・対策』コースを選択し、受講しました。

・情報漏洩時の対策がマニュアル化されてよいと感じました。
・自社のセキュリティーが弱いことが、分かった為、これから、強めていきたい。
・パスワード変更は、大変勉強になりました。
・課題と解決までにやるべきことが明確になりました。
・できているところとできていないところが理解でき、今後何をすればよいかが明
確になりました。
・今後のマニュアル作りをする上での自分なりの見通しが立ちました。
・情報漏洩などに対する自身の認識の浅さが分かり、今後気を付けなければ
いけないと感じました。

【訓練ニーズ】
○初歩的な知識・技術から習得する。
○座学にとどまらず、国内医療機関の漏洩実例を用いたケース分析や
初動対応やマニュアル作成演習など参加型ワークを実施し、自病院
視点での落とし込みを習得したい。

【事業主の声】受講目的であった「情報セキュリティ知識の強化と従業員の意識
向上」は、本訓練を通じて十分に達成できたと感じております。情報漏えいの原因
から具体的な対策までを学んだことで、得た知識を基に社内の意識改革を進める
土台が整いました。今後は、学んだ内容を事業所内で共有し、情報漏えいリスク
を低減させることで、従業員が安心して業務に集中できる環境を構築し、生産性
の向上に繋げてまいります。内容、運営ともに非常に満足度の高い訓練でした。
ありがとうございました。

【情報漏えいの原因と対応・対策】 

受講者の皆様
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